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米沢市気候市民会議運営業務委託公募型プロポーザル 

質問回答書 

令和８年７月３１日 

 

米沢市気候市民会議運営業務委託公募型プロポーザルにおける質問について、次のとおり回答し

ます。 

№ 質問内容 
資料名及び 

ページ番号 
回答 

１ 

「１．目的」「３．注意事項」について 

先行地域づくり事業の一環である

「効果促進事業」として実施されるも

のであると認識しました。そこで、目的

に「カーボンニュートラルの達成に向

けて市民の行動変容を促進することを

目的とする」と記されていますが、より

具体的にお示しいただきたいです。 

一般に市民の行動変容は、「住まい分

野」、「食・消費分野」、「移動分野」等、

多方面にわたります。 

今回の気候市民会議で対象とする市

民の行動変容の範囲は、全体を対象と

するのか、先行地域づくり事業を踏ま

えた分野に絞り込むのか、いかがでし

ょうか。 

実施要領１ページ

１ 目的、３ 活

用交付金に係る注

意事項 

仕様書１ページ 

２ 業務の目的 

対象とする市民の行動変容の範囲

は、「住まい分野」、「食・消費分野」、

「移動分野」等を含めた暮らし全体と

します。 

２ 

「１．目的」等についてのより具体的な

内容について 

 今回の気候市民の目的をより鮮明に

ご説明いただけますでしょうか。 

仕様書等、全般を読みますと、今回の

気候市民会議が「普及啓発」に重点を置

き、市民の意見を聴取することが目的

ではないかと理解したのですがいかが

でしょうか。 

実施要領および仕

様書の全般 

本業務は、普及啓発ではなく、市民

が気候変動対策に関する科学的知見を

得て、議論を行い自分ごと化すること

で、その解決に向けた行動変容を促す

ことを目的としています。 

行動変容の具体化に向けた取組の提

案取りまとめや問題提起については、

本事業の予算範囲内で実施可能な企画

をご提案ください。 

３ 

参加者の選出 

 「無作為抽出 3000 名から、30 名選

出、必要に応じ公募」とされています

が、私どもの経験では、市民会議の目的

に応じて、積極的に公募枠を少数でも

入れた方がよい場合があること、また

30 名をバランスよく選出するには、無

作為抽出の段階から工夫することで、

無作為抽出2000～2500名で十分と思料

されます。 

 仕様書は絶対的な指示なのでしょう

か。それとも目的・主旨を変えない範囲

で、応用動作が可能なものでしょうか。 

仕様書１ページ 

６ 参加者の選出 

 本業務の目的及び趣旨を逸脱しない

範囲で、公募枠や選出方法の工夫を提

案いただくことは可能です。ただし、

選出人数を 30 名とする点は変更不可

とします。 

 最終的な選出方法は、受託候補者と

して選定された事業者の企画内容に応

じて、本市と協議の上で決定すること

とします。 

４ 

開催日程 

 気候市民会議の獲得目標いかんです

が、普及啓発や意見聴取だけでなく、次

に向けての取組みの体制づくり等にま

で議論を深めるためには、1回３時間、

仕様書１ページ 

５ 気候市民会議

開催日程および会

場（予定） 

 米沢市気候市民会議は令和９年度も

実施予定であり、次年度の参加者は改

めて選出し直す想定をしています。 

次年度以降も継続実施することを念

頭に企画提案いただくことは可能です
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３回では、気候市民会議の実施経験か

ら不十分であることは明らかです。 

もし次に向けての取組みに繋げてい

くためには、翌年度も３回程度の市民

会議を継続実施することが望まれるよ

うに思われます。このようなことを念

頭に企画提案することはありうるので

しょうか。 

が、事業の実施や今回の受託候補者へ

の委託を確約するものではありませ

ん。 

５ 

講師 

 私どもは多くの専門家の人材ネット

ワークを構築してまいりました。 

 ただ米沢市における地域性も加味

し、先行地域事業の対象領域に精通し

た専門家となりますと、米沢市及び関

係の地域の団体等のご指導を頂かない

と、適任の専門家に辿り着かない可能

性があります。企画提案の段階で個人

名を責任をもって提案することには、

やや不安があります。むしろもし採択

されましたら、改めてご指導いただく

という姿勢でもよろしいでしょうか。 

仕様書２ページ 

７ 業務内容（２） 

 講師の選定については、企画提案の

段階で講師名を明記する必要はござい

ませんので、講師の学術分野に関する

方向性や助言等をご提案ください。最

終的には地域の人材ネットワークを踏

まえて、本市と協議の上で講師を選定

します。 

６ 

この事業の実施推進には、実際の会

議を開催する現場へのスタッフ、ファ

シリテーター等の投入が欠かせませ

ん。 

そこで、地元地域での人材の発掘・登

用・教育・訓練が不可欠です。この準備

には、企画提案までに完備することは

時間的制約もあり困難です。もし採択

された時には、こうした地元人材の発

掘登用等に関し、是非とも米沢市、山形

県地球温暖化防止活動推進センター等

のご指導、連携が欠かせません。 

こういう姿勢に立っての企画提案を

行うことは許されますか。 

仕様書先般 

 

地域人材の登用を盛り込んだ企画提

案をしていただくことは可能です。ま

た、地域人材の選出に関して本市や関

係機関に情報提供を求めることも可能

です。 

 


